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序

貝類漁場の被害は、その原因が水質汚濁であると何であるとを問わず、広大な面積にわたっ

て起る場合が多く、調査時間を要することをはじめとして、その被害の実態を(土握することは
’ノノ

すこぶる困難で!jらる。

今回表記のような実験を行って、死後経過時間の推定という新しい面から被害の検討をしよ

うと試みている。

一応、死殻の変４bの観察によって、推定の可能'性を確認できたので第一報として報告し、大

方の御批判を抑く゛しだいである。

なお、本試験は東京水産大学増殖学科学生原武史君の協力によったもので、ここに同君の労

を多としたい。

昭和５５年１２月

東京都水産試験場長 鈴 木 順
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二枚貝の死後経過日数の推定法について
１１

１緒言Ｉ
Ｆ’

従来､漁場で二枚貝のへい死事件が起きた場合、その死貝あるいは死殻を観察して人〈､死

がいつ起ったか、また、いかなる状況で人U､死が続いたかを判定することは不可能であった・
．ノノ

水質汚濁その１回の原因により、貝類のへい死事件がひんぴんと起る昨今、この解明ができ
ＪＪ

５ならば、へし､死原因の探究その他に大いに役立つものと考え、主としてアサリを用いてｕ

その死後の軟体部および℃入帯部の変化、死殻の開殻角度の変化等を検討して、死後経過日

数の推定が可能なこと翻雀認できたので報告する次第である。

Ⅱ材料およびが法

１－試験実施場所および期間
１１０

毎日午前１０時に定時海洋観測を実施している大田区地先漁業用基点やく゛ら（〃５）
「『

（水深1-5ｍ）およびその南約１１hmの〒がた部（水深－０．５ｍ）を試験実施場所として、

昭和５５年５月から４月（春期）および７月から９月（夏期）に至る間の２期にわたって

実雄し為

２供試材料および致死方法

主として江戸川区地先三枚州産のアサリを使用したが、夏期にはシオフキおよびﾝ､マグ

リも併用した。

致死方法としては、春期に実施した場合は1/100ＮＨＯ１および１／１００ＮＮＨ４０Ｈ

に浸して致死させたほか、シャーレに供試貝を－杯につめて、海水を満した後密閉し、

実験室内に放置し薮ZTiさせる方法も行った。この両者の方法による死貝の変化に差が認め

られなかったので、夏期には簡単でしかもいっせいに致死させることができる後者の方法

を採用した。

供試貝の生死の判定,丸足.水管および外ﾋｹ膜縁辺部に触れて､反応の有無によった。
試験実施期間、供試貝の種類、供試貝の大きさ（殻長）、供試個体数、致死方法、所要

致死日数、試験実施場所は表1.に示すとおりである。

－１－



表1．試験実施経過

で

Ｇ

5．死貝の観察方法
！Ｉ・

致死させた供試貝の殻の表面にマジックインクで記号を付し、直径約５０Cwzの/|,i｢かごに
Ｉ７１ 『『

入れて漁業用基点やぐらＭａ５）に垂下しﾌﾟ(二・また、千がた部では、あらかじめ従来の死

殻その他を取り除いたうえmzaを区画し、散逸防止のため綿網（網目２“）を張って、そ

の'Ｉ｡に死貝をまいf二･

アサリは致死後徐々に開殻し、軟体部が腐敗するにつれて閉介筋は切れ、やがて腐敗し

た軟体部が流失するが、観察露点としては当初はこの軟体部の変化の状況を灘また、軟体
「０

部流失後はじん帯各部の諸変化にそれぞれ重点をおきあﾅっHとて開殻角度をも測定した。

開殻角度の測定方法は、左殻腹縁と同殻頂部を左手に持って左右両殻の前縁部の開く度

合を分度器で測定記録Ｍ二･この際分度器の０度点を殻頂部に密着させ増…また心両殻接

合部がち緩の場合は、右殻が自重で下った時の角度を開殻角度とした。

び
坪

Ｆ

－２－
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供試貝
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供試貝の
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(殻長。
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ＩＤⅢ

シオフキは､夏期（８～９月）についてのj;鐵験を行った。観察方法は、軟体部の変化
Ｉ『． 『「

はアサリの場合と同様に行ったが、じん帯部については内じん帯の変化を主として観察記
し｡

録し、あわせて開殻角度をも測定しﾌﾟ(二･
｡；，

開殻角度の預淀方法はアサリの場合と同様に行った。
ｌ『

ハマグリ屯夏期についてのみ試験を行ったが､ｱｾﾅﾘ'の場合と|司様に軟体部およびじん帯
、｡n

部の変化を毎日記録し‘あわせて開殻角度をも測定しﾌﾞ:二・開殻角度の測定方法はアサリの
勺･～～０，・・・・、． 淡~

場合と同様に行った。

Ⅲ試験結果および考察
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「「

Ⅱ、’３死貝の観察方法の項で述べたように軟体部およびじん帯部の所見とその開殻
『「

1.世・

角度を連日記録した結果は別表１～１２のようになるが、献体部およびじん帯部の所見

について説明をｶﾛ:える。
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軟
体
部
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変
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1．軟体部原形をとどめる

『１

m･外とう膜両ii3bb画ら離れる

､、軟体部やや原形をとどめ

る

翼 ｊ閉介筋切れる

●

Ｗ８軟体部原形をとどめない

＿、－－△‐＆

両殻はやや開いた状態で閉介筋は両殻にしっかりつＭﾊﾟて

切れていなし 、

。

UV

外とう膜は両殻の内面にづ(ていてﾘﾖ驍全ｿ:直

状態にあるが、’1ｺﾞにIｺﾞZk管基部からやや離れているものも

みられる。えら（鯛）は表面に粘液物が一面におおってい

ることが多い。すでに腐臭を感ずる。
J１

Ｌの状態のやや進んだ状態である。外とう膜は貝殻の後

方から前方に徐々に離れる。えら（鯛）はややくずれるが、

他の部分はＬの状態とたいした変化がない。

両殻|まかなり開いてきて閉介筋はいずれか一方または両

殻から切れる場合もある。えら（鯛）は溶けてほとんど原

形をとどめない●

『

mの状態と前後して起るが、切れた後でも両殻閉介筋こ

ん部にはその一部が溶けた状態で付着している。閉介筋は

中央部から切れる場合も片殻ないし両殻から切れる場合も

ある。両而殻は大きく開いて来る。

軟体各部の区別はややわかる程度で、腐敗した軟体部が

開いた殻にのっているような状態である。腐臭は著しい。
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．Ｉｌ１ｌ1１.．･

･･０１．，口｡_８も゛･

態である６（図版Ⅱ－６）
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じん帯内層は全部両殻から
･己-．１●．･･･‐．

‐，．．；，’、‘Ｉヘ・了－－．．．

主の認められる状;態である６

離れ、雪そpDl間にわずX〉且に日琴童
／、

(図版夢
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Ⅱｂ決議の暹匙だ$ゐで後泓が両瀦も準分離jｻｲw圏jlt態
・91ｉ_ぃ゛

でお範この際fに記した後部末端Mf>繊維機の連絡は切れ
ＰＯ、－

１１．．．，
“

ろｂ＜図版Ⅱ－７ｂ）
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８．の状態がさらに進んで磯部はじん帯面（本1ｉ１ｋＤ(に至るま

で蒄識さ這鰄iE蝿であるｂこの状態は個徽よって起
・｡''11

●

j少●■｡
●■

ろ時期がま］bぅ=主もである。（図版Ⅱ

戸

●

●－

－ 8;ａ）



注アサリ、ハマグリのじん帯は三層よりなり、そのおのおのは外側からじん帯、弾帯、

内層と呼ばれ、前二者は両殻の背縁部接合線に対しておおむね直角方向に繊維が走り、

内層はその内面から放射状に両殻腹縁背緑方向に綱佳が走っている。
ｌ『

この三層よりなる部分は、殻頂付近からじん帯の末端近くまで続き末端わ･ずかの部
Ｉリ

分でいわゆるじん帯と呼1ｺこれる一層だけになって終っている。
『『－

０１

所見欄に記敢のじん帯前部とは、殻頂部に近いほうを指し、じん帯後部とは一層に

なっている部分を指す。

別表１～１２は死後経過日数別観察結果であるが、大きさによる差、時期による差、放置方

法による差が承られる。しかし、おおむねその所見の変化の順序は変らないで、所見の変化に

要する日数に差が承られる。特に時期による差が大きいが、水温が高い夏期（７～９月）には
１Ｖ

軟体部およびじん帯部の所見の変化も急速に進ゑ、水温の低い春期（５～４月）にはその進孟

方がはるかに緩慢になっていることがわかる。
rＩ Ｉ０ ｢『

各部のおもな変化の順序は軟体部の流失､ｌ>ん帯前部の切断、じん帯.内層の離反、じん帯後

－５－

所見 説明

１０．

ノ

両殻接合部ち緩する

１１．

’『：

じん帯内層前半分流失

する

１２．

ＩＯＵＯ

じん帯内層前半分びら

んする

ＩＩＹＩＩ

１５．じん帯内層びらんする

１４．じん帯内層流失する

１５．じん帯（本体）後部難

れろ

ラ

両殻がいわゆるがたがたの状態で接合していることをい

｡

’ノ

じん帯内層の前半分が離れて流失した状態である。流失
『Ｉ『

後には白い繊維の小塊（内層のびらんしたもの）が承られ、

残り半分も両殻から離れた状態である。（図版Ⅱ－８ｂ）

7.の状態が進んで内層の前伴分は白い繊維の小塊となりⅡ

ただれたような状態である。完全に閉殻するものも現われ

る｡ （図版Ⅱ－９）

１２．の状態が進んで内属全体が白くただれたようになり、
．'ノノ

大部分の個体は両殻が接して完全閉殻する。びらん部１．:Lｌ

後徐々に流失する.（図版Ⅱ－１０）
Ｉ『「「『

１５．の状態の後びらんした内属がすべて流失してじん帯

と弾帯だけが残っている状態である。（図版、－１１）
ノノ

9.の状態力推んで内層流失後のじん帯（本体）の後部が

両殻から離れ始めた状態である。（図版Ⅱ－１２）



￣￣￣－台I■－￣＝-

Ｖ￣－－←－－■－－■.‐

Ｉﾘ ノノノノノ

部の離反、じん帯内層のびF>ん、じん帯内属の流失である｡
「『 ノノ

開殻角度Iよじん帯内層がわずかに離れた状態で最大（７０度く゛らい）となり、じん帯内
ノノノ

ノi百iがびらんしている状態で０度となる。
１１

殻長５５～４０jmlのもので夏期千がた部に放置して観察したものについては、漁業用基
ＵＯＩ Ｉ『

点やぐら（〃５）に垂下したものとの間に軟体部およびじん帯部の所見の変化の日数に１２
１１

とんど差が承られないｶﾐ、じん帯内層の変化で前者では前後に裂けた個体が多く観察され

た。

また、同時に実施した殻長２０～２５”の個体では殻長５５～４０”の個体に比べてじ
１０

ん帯部の諸変化は急速に進み、開殻角度の変化も早いことが認められた。しかし、じん帯
IV F「

内層が前後に裂ける状態は観察されたかつk二･また、千がた部に放置した個体ではじん帯
「１０

内属がびらんする状態が観察されず、内層は両殻から離れると波浪の影響により流失して

しまうものと思われる。
「「

春期の殻長５５～４０$wvwの個体ではじん帯内層が前後に裂ける状態は観察されなかった
ｌｒ

が、これｌｒ各部の変化が緩慢なのでじん帯の開殻力が徐々に弱められることに原因してい
､－－口□９，℃｡...‘

ると思われる。

2．シオフキ

｡

⑪

軟体部の変化の所見は省略して、じん帯部の変化の所見について以下説明を加える。

？

没接合部ち綴

－６

所見 説明

じ
ん
帯
部
の
変
化

１Ｖ

1．内じん帯１１目'央部裂ける

IＩ ノノノ

2．内じん帯わずかにびらんす

る

１１

5．内じん帯片殻側流失する

４． 両殻接合部ち緩する

5．内

ｊ『

じん帯流失する

「Ｉ

内じん帯１１二'央部のくびれたところが裂けた状態で腐敗

軟体部の流失と前後して起る。開殼角度は最ｸﾞ(:に達する。
’１１「

1.の状態に続いて内じん帯の裂けた縁辺が徐々にびら

ん崩壊し、丸味をおびてくる状態である。片殻側の内じ

ん帯が流失して残ったものに多く承られる。

グ

Ｉ「

1.の状態に弓|ぎ続いて起り、裂けた内じん帯のどちら

か一方が貝殻から離れて流失した状態である。開殻角度

は以後徐々に小さくなる｡

5.の状態とほぼ同時に起り、両殻がいわゆるがたがた

Ｄ状:熊で接合していることをいう。
『 Ｉ

－－－－￣－－－－４－－－－■●_ロヤーー。－－￣

Ｉ『

内じん帯は全部流失し、両殻はじん帯によってわずか

についている状態である。



別表１５～１４の死後経過日数別観察結果によると放置方法による差はふられないが、
「〃

おそらくアサリの場合と同様に時期によって献体部およびじん帯部0,変化に要する日数

１±違ってくるものと思われる。
rU JＵ

おもな変化の順序は､献体部の流失､内じん帯中央部の縦裂、内じん帯の流失、両殻の

離反である。
Ｊ１

開殻角度はAI､さく、内じん帯が中央部から裂けた状態の時に最大（２５度ぐらい）と
Ｖｌ

なり、内じん帯の片殻側がBIE失すると０度となる。

ろ．ハマグＤ
ＩＯ

軟体部の変化の所見は省略し、じん帯部の変化も所見カミアサリの場合と同様経過をたど

るものを省略し、以下説明影加える。

－７－

}P

6．
巴

6/<,帯大翻分切れる’ 一寺

、

7． 両殻離れる

Ｍ帯が前後から切ｵじてきて、

ついている状態である。

殻頂部付近でわずかに

’〃

6.の状態の進んだもので、じん帯は切れて両殻がばら

ばらになってしまう状態である。

所見 説明

１．

､る

１０

じん帯後部わずかに雛ﾅＬ

9０

2．じん帯内層前後に裂ける

省略

■

、

DJ

じん帯内属は両競り画ら離れることなく、’iｺﾞ央部のへこ

んだ部位が前後に裂ける状態である。裂けた部位は内層

内面が白くみえる。前部から裂け始めるが、裂けた長さ

を問わず裂けたものすべてを含；上fｏ

5．

ｌ『

じん帯後部離ｵしる 省略

4．

Ｕ０ ｌｌＯ

じん帯内層前半分びらん

する

Ｚの状態に引き続いて起り、裂けた部位から両殻の接

合部に向って崩壊がifE承、内属の前半分が完全に白い繊

維塊で満され代二状態である。内層の後半分は裂けた状態
ノノ

カ罐みじん帯（本体）後端まで完全に裂けたあのもみら

れる
。

F『ｒ『「

5．じん帯内層びらんする 4.の状態の進んだもので内層全体が白い繊維塊で満さ

れた状態である。



。￣．。§.｡と、

写

の

Ｂ俵１５の死後淵蝸日溺'1観察結果は観察|固体数が少なく、い、屯１か所での試験結果な
ノノ

ので放置方法による差、時期による蓋大きさによる差等については不明である力:、じん

帯呵稗造はアサリと大差itﾘﾐいので時期による差はアサリｔシオフキと同様に大いにあると

考えられる。

おもな変化の順序はアサリの場合と大差がない。
ノノノノノ

開殻角度はじん帯内層がびらんした状態の|寺に最大（１００度ぐらい）となり、じん帯

内層が前半分流失した状態の時に０度となる。

？

－８－

所見
説明

6． 殻皮はがれ始める

７． 両殻接合部ち緩する
０１

8．じん帯前部1J)れろ

9．

:『「

じん帯（本体）後部離れる

1０．

ノノ

じん帯内眉前半?分流失

する

１１．

ノノ・・

じん帯内層流失Fする

殻皮が貝殻の前縁、後縁および腹縁部から徐々にはが

)hﾉ始めた状態である、

省略

省略

省略

省略

省略
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１Ｗ’死後経渦日数推定表の応用例（アサリ） 川

Ⅳ】ﾖ91）田州
△調査日 試験結果の応用について

以上の試験結果によって大きさ

別、時期別の所見の変化に要する

日数の差は大いに認められ↑放置

方法による差はほとんど認められ

たいことがわかったので、表２の

ような、時期別｡殻長別死後経過

日数推定表を作った。この推定表
ノノ

は垂下した'ものおよび千がた部に

まいたものの観察結果を総合して、

各所見のあらわれる日の幅を広く

とって作成したものであるので、

これを用いて実際の推定を行うに

当っては１日あるいは２日のよう

に短い期間の差を見つけて推定す

ることはできないが、実用面では

大きな支障をきたすことばない

と考えられる。また、ある期間を

j経過すると肉眼的観察による所見

の変化力暇とんど認められなくな

るので推定可能日数はおおむね半

月ないし１か月以内に止めざるを

得ない。次に推定例を掲げる。

図１は東京都内湾で７～８月に

台風等ﾚｰよってたびたびアサリの
７ノ

ヘい死が起きた時lこ、その被害調

査を行って同時に採集した死殻を

整理して死後経過日数別の出現率

をゑたものである。いずれの場所
ノノ

も台風通過数日後に大量ｌこへい死

6０

ｘ７月５１
5０

4０

5０

2０

1０

7/１０２０５１８/1０２０

K;罷昌蕊・調査日

枚州40-

Ｉ
5０

2０

1０

Z/ID２０
．７月,,日鶉査寧ｏ２ｐ
Ｘ７月５０日調査調査曰
△８月１５日調査

1Ｗ
夢の島地先

1０

死後経〃

i窒臺iLl'。
Z/1０２，５１ＭＯ２０

１１号台風

－１



していることがｵﾌ06､るし、また、三枚州および夢の島地先は台風の被害後再びなんらか同じ
ノ'・

原因によると恩われるへし､死が起きていることがわかる。
ノリ

なお、このような推定表は貝の大きさ、へし､死時期その他の条件によってかなり異ってく

ると考えられるので、試験を継続してあらゆる場合に使用できるよう推定表を充実させたい。

Ｖ要約
ノノ

アサリ・シオフキ．／､マグリを用いてその死後経過日数による軟体部・じん帯部・開殻角

度の変化を観察し、その所見の変化による死後経過日数推定の可能'性を検討した。
ノリ

１．供試貝の死後経過日数による軟体部･凶帯r部の腐敗流失等の変化の''１司序は海中への放置

方法あるいは時期が異ってもほとんど変らないが、変化の進み方は貝の大きさおよび時期

によって相当異ることが観察された。

２．春夏の試験結果によって死後経過日数の推定表を作成した結果、アサリの大型のもので

は春期は死後２０日間、夏期は死後１５日間ぐらいまでが推定可能なようである。

その他、夏期における小型アサリ、シオフキは死後約’0日間ぐらいまでが推定可能な

ようである。

－＄

●

本試験の実施およびとりまとめにつぎ御指導を賜わった東京水産大学久保伊津男教授なら

びにじ/<帯各部位の名称につぎ１３職示を賜わった国立科学博物館滝庸博士、実験方法に示唆を
'’

賜わった蔚毎区水産研究所猪野峻博士に深く感謝申し上げる(欠第である。実験につぎ卸協力

をいた.だいた東京水産大学学生山口勝功氏に感謝申し上げる。

担当者

技師

技術助手

○東京水産大学増殖学科学生原武史塩屋照鮭

稲葉具

凶

－１４－



？

ザ

別表

死後経過日数別観察結果

注以下表１～１５に示す数値のうち、上段のものは供試個体数の中で所見欄の該当

個体数を示し、下段（）内の数値は表右側の開殻角度の該当個体数を示す。

－１５－

別表ﾉﾘ6「
供試貝の

種 類
殻長範囲 致死方法 放置方法 観察期間

供試個

体数
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〃
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基準水面上0.1
に垂下

、

、

基準水面下１．０ｍ
に垂下

千がた部基準水面
上０．５ｍに散布
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、
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〃
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図版説明Ⅱ
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スａ・に離れ始めた状態
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